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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,8148 3,8404 0,67% -0,02% 3,6374 4,1217

対円 JPY 28,54 27,95 -2,07% -0,96% 30,08 26,68

対ユーロ BRL 4,2221 4,2575 0,84% -1,81% 4,1646 4,6037

対ドル JPY 108,78 107,34 -1,32% -1,02% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 120,47 119,00 -1,22% -2,76% 118,44 127,50

Index 101.812 102.126 0,31% 0,78% 106.650 87.536

bps 127,20 130,42 2,53% -11,80% 209,52 124,06

% 7,23 7,27 0,55% -0,19% 9,34 7,18

% 5,62 5,51 -1,96% -7,94% 6,69 5,49

% 2,26563 2,28675 0,93% -1,94% 2,8039 2,2531

Index 178,53 172,80 -3,21% -4,60% 189,68 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日は、３１日に発表されたCOPOMでのSeｌic０．５０％利下げによりドルレアルは３．８３を挟んだ展開となり、
ボベスパ指数１０４，０００台まで株高が進行した。米国とブラジルの金利差が縮小したことに加え、更なる追加
利下げ可能性の示唆により、両国の金融政策の強弱が明らかになったことが主因となっている。
しかし、午後に入り、トランプ大統領が９月１日より新たに約３，０００億ドル相当の中国からの輸入製品に対し、
１０％の関税を課すと発表したことで、レアル安と株安が進行。ドルレアルは一時３．８６台に、ボベスパ指数は
午前中の上昇分を吐き出し、１０２，０００台まで下落している。今回の追加関税は携帯電話やノートパソコンな
どの幅広い消費財が対象となっており、米国の個人消費に影響が出てくると予想される。今回の発表は７月末
の米中閣僚級通商協議で特段の成果が上がらなかったことが背景にあり、今後米中の合意が一段と遠のくこ
とに加え、先行き経済の不確実性を高めるとの見込みから、米国の年内２回以上の利下げ織り込みが７割強ま
で上昇している。

なお、ブラジルでは６月の鉱工業生産指数が発表されており、前月比▲０．６％（市場予想▲０．５％）、前年比
▲５．９％（市場予想▲６．１％）となっている。今回の結果は第２QのGDPがマイナス成長となることを意味する
ものではないが、産業部門の長期的な弱さを露呈している状況といえよう。


